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国立成育医療研究センター（所在地：東京都世田谷区大蔵、理事長：五十嵐隆）の社会医

学研究部 臨床疫学・ヘルスサービス研究室の大久保祐輔室長らの研究グループと、株式会

社コドモン（所在地：東京都港区、代表取締役社長：小池義則）は、保育・教育施設向け

ICT サービス「CoDMON（コドモン）」を導入している全国の保育施設を対象に、新型コロ

ナウイルスパンデミック下の感染対策等の実態調査を行いました。 

 

その結果、2022 年度から 2023 年度にかけて、登園時や施設内での感染対策は緩和され、

集団行事も制限なしで実施する施設が増えていることが分かりました。また、今回の新型

コロナウイルスパンデミックの経験を踏まえ、将来のパンデミック発生の際に、保健所や

地方自治体の職員や医師（園医、小児科専門医、感染症専門医）との連携を希望する施設

が多いことが明らかになりました。 

 

本研究の成果は、感染症分野の学術誌「Journal of Infection and Chemotherapy」に原著

論文として掲載されました。 

※本研究の内容は、すべて著者の意見であり、厚生労働省の見解ではありません。 

 

 

 

 

コロナ禍における保育施設の感染対策の実態が明らかに 
～マスク着用や集団行動の制限を緩和、約半数が行政職員や医師との連携を希望～ 
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【プレスリリースのポイント】 
 国立成育医療研究センターと株式会社コドモンによる共同研究チームが「CoDMON 

（コドモン）」を導入している全国の保育施設（認可保育園、認定こども園、小規模

保育事業など）を対象に匿名のウェブアンケート調査を実施しました。 

 回答のあった 549 施設の 2022年度と 2023 年度の比較によると、施設内の感染対策は

緩和され、集団行事を制限なく実施する施設が増加していました。 

 今回のパンデミックでの経験を踏まえ、将来の感染症パンデミックにおいて、密接に

連携したいと考える外部職種としては、保健所の職員や医師（園医・嘱託医、小児科

専門医、感染症専門医）が多いことがわかりました。 

 

 

【研究の背景と目的】 
新型コロナウイルスのパンデミックにより、保育・教育施設では感染対策の強化が求

められました。手洗い、マスクの着用、消毒、三密の回避などが各施設で実施され、

関連情報の常時更新も必要でした。感染対策と情報更新は、施設職員に大きな負担を

与えていると考えられますが、これらの状況に関する全国規模の実態調査は行われて

おらず、保育・教育施設と行政・医療職との連携の状況も明らかになっていませんで

した。今回のパンデミックで、保育・教育施設でどのような対応が実施されたかを明

らかにすることは、将来のパンデミックへの備えとしても重要であると考え、感染対

策の実施状況等に関するアンケート調査を実施しました。 

 

 

【研究内容と成果】 
2023年 7月 28日から 9月 4日の期間中に匿名のウェブアンケートで回答を得た 549施

設を対象に、データ分析を実施しました。 

 

 
【図 1. 登園時と施設内での感染対策の実施状況（2022年度 vs. 2023 年度）】 

 

2022年度と 2023年度で比較すると、登園時の児童の検温や健康状態の確認は多くの施

設で継続されていましたが、家族の体調の確認を実施しなくなった施設が多く見られ

ました(図１左)。施設内での感染対策として、手洗いや手指消毒、共有スペースの消

毒は継続して実施されていましたが、マスク着用の義務化は減少傾向にありました

（図１右）。 
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【図 2. 食事や活動時の感染対策の実施状況（2022 年度 vs. 2023年度）】 

 

食事中の感染対策として、黙食や仕切りの設置などは大幅に減少していました（図２

左）。また、屋外活動や唱歌時のマスク着用の義務化も減少していることが確認され

ました（図 2右）。 

 

 
【図 3. 集団行事の実施状況（2022年度 vs 2023年度）】 
＊「制限」は家族や兄弟姉妹など参加者の人数制限を意味します。 

 

集団行事の実施状況については、運動会、遠足、保育参観などの集団行事の実施は

2023 年度に増加し、多くの施設で参加者の人数制限なしに行われるようになりました。 
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職種 回答数 % 

保健所の職員（保健師など） 331 60.3% 

地方自治体の職員 296 53.9% 

園医・嘱託医 282 51.4% 

小児科専門医 228 41.5% 

感染症専門医 189 34.4% 

感染管理看護師 84 15.3% 

公衆衛生専門家 73 13.3% 

教育委員会の職員 39 7.1% 

【表 1：今後より密接に連携したいと考える外部の職種】 
 

また、新型コロナウイルスパンデミックを経験したことにより、より密接に連携したいと

考える施設外の職種について調査をしたところ、保健所や地方自治体の職員、医師（園医、

小児科専門医、感染症専門医）との連携の強化を希望する施設が多いことが明らかになり

ました。 

 

その他、この調査では、感染対策に使用されたアイテムや、施設内の感染対策に影響を与

えた職種や情報源、推奨されていない感染対策アイテムの使用と関連する要因などについ

ても分析を行っています。詳細については、発表論文をご覧ください。 

 

【今後の展望】 
今回の調査を通じて、こどもたちの集団保育・教育の現場での感染対策の実態、連携

の需要のある職種などの情報を明らかにすることができました。 

将来的なパンデミックに対する準備として、感染対策の効果的な方法と適切な資源の

選択、専門家との連携強化に関するさらなる研究を実施していく予定です。 
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【特記事項】 
本研究は、科学技術振興機構さきがけ（JPMJPR22R4）の助成によって行われました。 
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■ 国立成育医療研究センターについて 

胎児にはじまり、新生児、乳児、幼児、学童、思春期、大人へと成長・発達し、次の世代

を育む過程を、総合的かつ継続的に診る医療＝「成育医療」を行っています。また、病

因・病態の解明や克服のための研究を行うとともに、健全な次世代を育むための社会の在

り方について提言しています。国レベルで高度な医療を築いていく中心的な存在である国

立高度専門医療研究センターとして、最先端で安心の医療を社会に提供しています。 

 

■ 株式会社コドモンについて 
「子どもを取り巻く環境をテクノロジーの力でよりよいものに」をミッションに事業を手

掛け、働く人にとっても働きやすい組織づくりを体現。子育てに優しい社会に変わるよう

多角的に環境整備を行い、社会に貢献しています。 

 

 

【問い合わせ先】 

 国立成育医療研究センター 企画戦略局 広報企画室 神田・村上  

電話：03-3416-0181（代表）E-mail:koho@ncchd.go.jp 

 

株式会社コドモン 広報 

電話：03-6459-4318（代表）E-mail：press@codmon.co.jp 

 


